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先
般
の
市
長
選
挙
で
は
、
再
び
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
支
持
に
よ
り
二
期
目
を
つ
と

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
お
気
持
ち
に
触

れ
る
と
と
も
に
、
時
代
の
大
変
換
期
の
市

政
執
行
の
責
任
者
と
し
て
、
そ
の
重
責
を

受
け
と
め
、
こ
れ
か
ら
も
、
ま
じ
め
に
、

正
直
に
、
そ
し
て
丁
寧
に
市
長
職
を
つ
と

め
て
ま
い
る
覚
悟
で
す
。

さ
て
、
一
週
間
の
選
挙
運
動
期
間
中
、

選
挙
カ
ー
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
う
る
さ
い

声
を
発
し
、
ま
た
交
通
の
妨
げ
に
な
る
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
こ
と
を
お
わ
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

も
っ
と
静
か
に
公
約
を
訴
え
る
と
か
別

の
方
法
が
あ
る
の
で
は
、
と
い
う
ご
意
見

も
あ
り
ま
す
が
、
現
行
の
選
挙
制
度
の
制

約
や
市
域
の
広
さ
、
さ
ら
に
は
費
用
の
面

か
ら
も
、
な
か
な
か
他
の
よ
い
方
法
は
思

い
浮
か
ば
な
い
の
が
現
実
で
す
の
で
、
あ

し
か
ら
ず
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
方
で
候
補
者
に
と
っ
て
は
、
駆
け
足

で
あ
っ
て
も
市
内
全
域
を
駆
け
め
ぐ
る
こ

と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
直
接
目
に
す

る
こ
と
や
、
短
い
時
間
で
あ
っ
て
も
市
民

か
ら
直
に
要
望
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
ま

た
と
な
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
今
回
特
に
印
象
に

残
っ
た
こ
と
を
幾
つ
か
あ
げ
て
み
ま
す
。

ま
ず
、
身
近
な
居
住
環
境
に
関
す
る
こ

と
、
た
と
え
ば
除
雪
の
仕
方
や
ご
み
収
集

時
間
の
短
縮
、
生
活
道
路
の
整
備
な
ど
日

常
の
生
活
環
境
上
の
要
望
が
多
い
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
高
齢
の
か
た
か
ら
は

お
孫
さ
ん
の
地
元
就
職
な
ど
雇
用
問
題
へ

の
お
話
を
多
く
聞
き
、
い
わ
ゆ
る
大
き
な

政
策
・
事
業
を
大
上
段
に
と
ら
え
る
向
き

は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

住
宅
街
で
は
街
区
公
園
の
緑
、
神
社
仏

閣
で
は
境
内
の
美
し
さ
な
ど
を
再
認
識
す

る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
安
ら
ぐ
多
く
の
市

民
の
姿
を
目
に
し
ま
し
た
。
ま
た
暑
い
中
、

公
共
エ
リ
ア
の
清
掃
・
美
化
に
熱
心
に
取

り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
が
た
や
、

最
寄
り
の
地
域
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
広
場
で

汗
を
流
す
多
く
の
市
民
の
姿
に
感
動
を
覚

え
ま
し
た
。

公
民
館
や
コ
ミ
セ
ン
の
前
を
通
る
と
、

文
化
サ
ー
ク
ル
活
動
が
花
盛
り
と
い
う
様

子
が
雰
囲
気
と
し
て
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

加
え
て
農
村
部
に
広
が
る
広
大
な
農
地

や
美
し
い
山
河
を
目
に
し
、
選
挙
で
高
ぶ

っ
た
心
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
と
と
も

に
、
一
方
で
は
新
し
い
住
宅
街
の
し
ゃ
れ

た
デ
ザ
イ
ン
の
新
築
家
屋
や
、
二
〜
三
台

分
が
普
通
に
な
り
つ
つ
あ
る
駐
車
ス
ペ
ー

ス
、
四
年
前
に
比
べ
大
幅
に
増
加
し
た
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
製
の
高
性
能
の
小
型
乗
用
車
に

は
驚
き
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、
あ
ら
た
め

て
秋
田
市
は
緑
あ
ふ
れ
る
美
し
い
都
市
、

奥
の
深
い
市
民
文
化
の
ま
ち
、
と
い
う
感

を
強
く
す
る
と
と
も
に
、
お
お
い
に
勉
強

に
な
っ
た
貴
重
な
一
週
間
で
し
た
。

市長●佐竹敬久

一
週
間
の
勉
強

│

秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の
内容などをお伝えしています。
http://www.city.akita.akita.jp/

川尻総社神社境内での朝市

記者会見で２期目の抱負



任
期
満
了
に
と
も
な
う
秋
田
市

長
選
挙
は
六
月
十
二
日
に
告
示
さ

れ
、
佐
竹
敬
久
氏
、
佐
藤
純
子
氏

の
二
氏
が
立
候
補
。
六
月
十
九
日

に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
佐
竹
敬
久
氏
が
六

万
八
千
二
百
七
十
四
票
を
得
て
再

選
さ
れ
、
二
期
目
の
市
政
運
営
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
市
長
選
挙
の
投
票
率
は

33
・
71
㌫(

男
34
・
35
㌫
、
女
33
・

15
㌫)

で
し
た
。

当
日
有
権
者
数
は
二
十
六
万
五

千
八
百
六
十
五
人(

男
十
二
万
四
千

三
十
四
人
、
女
十
四
万
千
八
百
三

十
一
人)

で
し
た
。

秋
田
市
長
選
挙

佐
竹
市
長
の
略
歴
　
昭
和
22
年
11
月
15
日
、
角
館

町
生
ま
れ
の
57
歳
。
角
館
高
校
、
東
北
大
学
工
学

部
精
密
工
学
科
卒
。
昭
和
47
年
に
秋
田
県
庁
に
入

庁
し
、
工
業
振
興
課
長
、
地
方
課
長
、
総
務
部
次

長
な
ど
を
歴
任
、
平
成
９
年
に
県
庁
を
退
職
。
平

成
13
年
７
月
、
秋
田
市
長
に
初
当
選
。
秋
田
県
市

長
会
会
長
、
全
国
市
長
会
財
政
委
員
長
、
税
制
調

査
会
委
員
ほ
か
。

当選 佐
竹
敬
久
氏
が
再
選

佐竹敬久氏 68,274票
佐藤純子氏 19,638票

市
で
は
、「
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
身

近
な
場
所
で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

「
地
域
の
課
題
は
地
域
内
で
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
仕
組
み
を
つ
く
り
、
秋
田
市
独

自
の
市
民
協
働
・
都
市
内
地
域
分
権
を
確
立

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
拠
点
と
な
る
施
設
と
し
て
、
市
内
七

地
域
に(

仮
称)

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

配
置
し
、
市
役
所
の
事
務
や
サ
ー
ビ
ス
、
権

限
な
ど
を
分
散
す
る
予
定
で
す
。
西
部
地
域

を
皮
切
り
に
、
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
の
十

年
間
で
順
次
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
施
設
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、
ど
ん
な

施
設
に
す
る
か
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
西
部
地
域

で
下
記
の
と
お
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

市内にお住まいで、９月末まで４回程度のワークショップに
毎回参加できるかた

住所、氏名、年齢、電話番号を書いて、ファクス、はがき、
Ｅメールのいずれかで７月８日(金)までお申し込みください。
〒010-8560秋田市山王一丁目１－１
秋田市市民協働・地域分権推進室
ファクス(866)4930 Ｅメール ro-plcc@city.akita.akita.jp

(仮称)西部地域市民サービスセンター
についてのワークショップを開催しま
す。地域にとってよりよいサービスセン
ターをつくりあげるため、どんなサービ
スや機能が必要か、活用法などをみんな
で考えませんか。

第１回は７月26日(火)午後２時から、アトリエももさだ(秋田
公立美術工芸短大内)で開催します。２回目以降はテーマごと
のグループに分かれて開催日を決めます。報酬はありません
(交通費などは自己負担となります)。

対
象

日
程
な
ど

申
し
込
み

市民サービスセンター
について考えよう！

●●秋田市長選挙の結果●●

西部
地域

新屋(勝平含む) 新屋町
浜田　下浜　豊岩

市内７地域に
市民サービスセンター

問い合わせ

都市内地域分権の実現に向けて

市民協働・地域分権推進室tel(866)2037

広報あきた　７月１日号03
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子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
絶
え
な
い
、
ア
ル
ヴ

ェ
五
階
の
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
。
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る
と
き
は
、
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
を
し
て
い
る

の
が
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
で
す
。

ア
ル
ヴ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
と
き
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
渡
部
真
理
子
さ
ん
と
�
橋
若

子
さ
ん
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
て
か
ら
た

く
さ
ん
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。
赤

ち
ゃ
ん
や
お
母
さ
ん
の
笑
顔
に
毎
回
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
も
ら
っ
て
、
何
だ
か
若
返
っ
た
み
た
い
」
と
ニ

ッ
コ
リ
。

み
ん
な
と
一
緒
に
手
遊
び
を
し
た
り
、
“
ば
い
き

ん
ま
ん
”
に
ふ
ん
し
て
子
ど
も
た
ち
の
輪
の
中
へ
。

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
に
初
め
て
来
た
お
母
さ
ん

と
も
積
極
的
に
お
話
し
し

ま
す
。

「
ぜ
ひ
一
度
、
子
ど
も
未

来
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。
楽
し

い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
、

元
気
を
た
く
さ
ん
も
ら
え

ま
す
。
私
た
ち
に
も
気
軽

に
声
を
か
け
て
！
」
と
、

た
く
さ
ん
の
お
母
さ
ん
た

ち
が
来
て
く
れ
る
の
を
待

っ
て
ま
す
。

子ども未来センター・子育てボランティア

元気の源は子どもの笑顔！

平
均
年
齢
六
十
？
歳
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
“
レ
イ

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
ス
”
の
み
な
さ
ん
。
結
成
は
六
年
前
で
、

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
五
人
。
ア
ル
ヴ
ェ
の
音
楽
交
流
室

で
毎
週
一
回
、
練
習
に
汗
を
流
し
ま
す
。

「『
ア
ル
ヴ
ェ
バ
ン
ド
博
覧
会
』
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
へ

の
出
演
を
機
に
、
こ
の
音
楽
交
流
室
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
指
先
が
な
ま
る
か
ら
週
一
回
の
練
習
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
」と
、
リ
ー
ダ
ー
の
安
保
駒
治
さ
ん
。
バ
ン
ド
活
動

を
通
し
て
、
他
の
バ
ン
ド
や
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
い
ろ
ん

な
人
と
交
流
で
き
る
の
も
魅
力
の
一
つ
だ
と
か
。

バ
ン
ド
活
動
は
、
県
内
だ
け
で
な
く
、
弘
前
、
盛
岡

な
ど
に
も
活
躍
の
場
を
広
げ
ま
す
。
ア
ル
ヴ
ェ
の
一
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
ボ
ー
カ
ル
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
の

ダ
ン
サ
ー
が
加
わ
っ
た
、
二
時
間
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
シ
ョ

ー
で
出
演
。
本
番
に
向
け
熱
の
入
る
練
習
の
手
を
休
め

て
、
ひ
と
こ
と
！

「
一
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

い
。
“
レ
イ
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
ス
”の
演
奏
で
、
夏
の
一
夜

を
涼
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！
　
ア
ロ
ハ
〜
！
」

練習に汗。アルヴェはもう夏！
ハワイアンバンド“レイアイランダース”

アロハ！　安保さん(中央)はスチールギター担当です

オ
ー
プ
ン
か
ら
１
年
を
迎
え
る
秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
・
ア

ル
ヴ
ェ
に
は
、
今
日
も
た
く
さ
ん
の
人
が
つ
ど
い
ま
す
。

“
市
民
交
流
”
の
花
は
、
み
ん
な
の
笑
顔
を
栄
養
に
、
ア

ル
ヴ
ェ
の
中
で
ど
ん
ど
ん
大
き
く
育
っ
て
い
ま
す
。

子ども未来センターにおいでよ！　前列中央が�橋さんと渡部さん

いつもニコニコの渡部さん
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記念イベントは次のページ

左からサポーターの山辺さん、越中屋さん、澤田さん、金子さん

ア
ル
ヴ
ェ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
は
、
昨
年
の
オ
ー
プ
ン

に
合
わ
せ
て
公
募
し
た
「
施
設
運
営
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
み

な
さ
ん
が
独
自
に
結
成
し
た
会
で
す
。
現
在
、
会
員
は

二
十
二
人
。
ア
ル
ヴ
ェ
公
共
棟
で
あ
る
秋
田
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
の
施
設
運
営
に
関
わ
る
の
が
そ
の
目
的
で
す
が
、

現
在
は
お
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
や
館
内
ガ
イ

ド
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
き
っ
か
け
を
聞
い
て
み
る
と
、「
仕
事
も
退

職
し
、
自
分
の
時
間
に
合
わ
せ
て
何
か
で
き
な
い
か
探
し

て
い
た
」「
社
会
の
た
め
に
い
く
ら
か
で
も
貢
献
し
た
い
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
っ
て
」
と
さ
ま
ざ
ま
。
会

長
の
山
辺
亨
さ
ん
は
、「
市
民
と
市
が
協
働
で
運
営
す
る

施
設
に
自
分
も
参
画
し
て
み
た
か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

館
内
ガ
イ
ド
は
、
ア
ル
ヴ
ェ
の
施
設
見
学
の
申
し
込

み
が
あ
っ
た
団
体
な
ど
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

「
ア
ル
ヴ
ェ
に
初
め
て
入
っ
た
人
は
、
ど
こ
に
ど
ん
な

施
設
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
ち
ら
の
説

明
を
聞
い
て
『
よ
く
わ
か
っ
た
』
と
感
謝
さ
れ
る
と
う
れ

し
い
で
す
ね
」
と
山
辺
さ
ん
。
来
館
者
の
生
の
声
を
聞
く

の
も
大
切
な
役
割
。
自
分
た
ち
が
感
じ
た
こ
と
も
き
ち

ん
と
市
の
職
員
に
伝
え
ま
す
。

一
年
た
っ
て
、「
こ
う
し
た
方
が
い
い
か
な
」
と
い
う
部

分
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ア

ル
ヴ
ェ
を
も
っ
と
利
用
し

や
す
い
施
設
に
し
た
い
と

い
う
思
い
は
み
ん
な
一

緒
。
そ
の
た
め
に
、
利
用

者
と
市
の
架
け
橋
と
な
る

ア
ル
ヴ
ェ
・
サ
ポ
ー
タ
ー

の
会
の
存
在
が
、
こ
れ
か

ら
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

市民交流サロンの
「ヨルカイギ」に参加した

ヨルカイギへの参加は初めてです。今日
のテーマは「まちを元気にするイベント」。
グループに分かれて話し合い、私たちは、
冬の千秋公園で雪合戦と鍋っこをする「秋
田冬の陣」というイベントを考えました。
みんなで話しているとなんだか実行できそ
うな気が…。またヨルカイギに参加して、
いろんな人の話を聞きたいですね。

楽しいアイデア
が尽きません！

～今日は何があるべ？～

中村冬人
か ず ひ と

さん(秋田大学１年)

自然科学学習館で
体験授業を行った

自然科学学習館で授業をしたよ。光や音
を使った実験や、浮き上がるコマとか不思
議なことがいっぱいで、とっても面白い！
自然科学学習館の先生に教わって、「ぶん
ぶんごま」も作り、ぶんぶんごま達人の認
定証をもらいました。学校も好きだけど、
またここで勉強したいな。

おもしろいね！
ふしぎの勉強

近藤和香菜さん(左)と
滝田朱花さん(豊岩小3年)

子ども未来センターの
イベントに参加した

子ども未来センターの「ぴょんぴょん広
場」にお母さんと子どもがよく参加してい
ます。今日はお母さんから「アルヴェで父
の日のイベントがあるよ」って聞いて参加
しました。子どもと遊ぶ時間はなるべく多
くとるようにしていますが、今日覚えた手
遊びや体操でもっともっと遊んであげよう
と思います。

おとうさん、
また遊んでね！

鎌田孝行さんと
愛莉ちゃん(２歳)

ア
ル
ヴ
ェ
へ
の
思
い
を
行
動
に

ア
ル
ヴ
ェ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会

案内は丁寧にわかりやすく
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７月８日(金)まで、はがき、ファクス、Eメールのいずれかで、参加希望種
目、住所、氏名(未成年の場合は保護者の氏名も記入)、生年月日(①③に
参加希望のお子さんは学年も)、電話番号を書いて、秋田市民交流プラ
ザ管理室(ページ右上参照)へお知らせください。②⑤に参加希望のかた
は、電話で子ども未来センターへお申し込みください。tel(887)5340

11:00～15:30 アルヴェなんでもNo.1 きらめき広場

参加無料／応募者多数の場合は抽選

①フリースロー連続ゴールコンテスト 小学生以下の部と中学生以上の部
②赤ちゃんよちよちアルヴェカップ １歳～１歳６か月のお子さんが対象
③チビッコアームレスリング大会 小学１年生～３年生が対象
④親亀子亀腕立て伏せ選手権　⑤親子そっくり度No.1コンテスト

申し込み

17:00～19:00 トワイライトコンサートⅡ今宵はハワイアンショー
ハワイアンバンド「レイアイランダース」の演奏、フラダンスショーのほ
か、フラダンス体験コーナーもあります。入場無料。直接会場へどうぞ。

18:30～20:30

ALVE
ア ル ヴ ェ

SQUAR
ス ク エ ア

E～ラヴマイタウン 多目的ホール

杉浦裕樹さん(NPO法人横浜コミュニティデザイン・ラボ・常務理事)をゲス
トに迎え、全国各地で開かれているイベント“Be Good Cafe”をテーマにし
たトーク。サンバ、カポエイラ、インド古典音楽「シタール」演奏、キャンド
ルナイト再現なども。参加無料。先着100人。

申し込み 市民交流サロンへお申し込みください。tel(887)5312

イベント開催中の３日間、午前10時～午後１時、アルヴェ北側のきらめきコ
ートで。地元産の野菜や果物など、丹精込めて作った物がいっぱいです！

13:00～14:30 アルヴェ市民講演会 多目的ホール

心の時代に～「だいじょうぶ」と言える人生を
柳田邦男さん(ノンフィクション作家・評論家)

参加無料／先着300人

14:00～18:00 きらめくキミの大パフォーマンス大会 きらめき広場

バンド、ダンス、ものまねなど、あなたの素敵なパフォーマンスでア
ルヴェを沸かせて！　参加無料。持ち時間は１組15分(準備時間を含
む)。応募多数の場合は書類選考。７月13日(水)午後７時からのイベン
ト打ち合わせに必ず参加することが条件です。

申し込み

７月10日(日)まで、はがきまたはファクスで、住所、氏名、
電話番号(グループはグループ名と代表者の住所・氏名・電
話番号)、必要な機材、パフォーマンスの詳細を、秋田市民
交流プラザ管理室(ページ右上参照)へお知らせください。

17
日
(日)

講師

演題
柳
田
邦
男
さ
ん

18
日
(月)

ヨルカイギスペシャル！

参加申込・問い合わせ

秋田市民交流プラザ管理室
〒010-8506 秋田市中通七丁目１-３
tel(887)5310 ファクス(887)5311
Eメール ro-urky@city.akita.akita.jp

祝日

チャレンジサンデー！

７月４日(月)午前９時から
秋田市民交流プラザ管理室へ。tel(887)5310

申し込み

地産地消直売会
主催：秋田市地産地消推進協議会

ア
ル
ヴ
ェ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
・
べ
が
ち
ゃ
ん

きらめき広場

参加賞のほか、
入賞者には賞
品もあるよ！

▼



７月２日(土)午前９時から電話で自然科学学習館へ
お申し込みください。tel(887)5330

７月４日(月)午前９時から秋田市民交流プラザ管理
室へお申し込みください。tel(887)5310

オープニングセレモニー11:00～11:15 きらめき広場
アルヴェと同じ、平成16年７月16日生まれの子どもたちと一
緒にお祝いします。

11:15～16:00

きらめき広場きらめき広場で空中散歩

ヘリウムガスを入れた風船50個で空中遊泳！　
参加無料。定員は①②が各50人、③が30人。

①11:15～12:30 ②13:00～14:30 ③15:00～16:00

申し込み

米村でんじろうプロダクションによるサイエンスショー

※７月４日(月)・11日(月)は休館日です。

きらめき広場科学特捜隊サイエンスショー
「愛・地球博」で行われたサイエンスショーを再現！　
参加無料。直接会場へどうぞ。なお、①②とも内容は同じです。

①12:30～13:00 ②14:30～15:00

スポーツトークショー 多目的ホール14:00～16:45

★講演会 14:00～15:00

参加無料／先着200人

申し込み

“クラブスポーツが地域を変える”
平尾誠二さん(元ラグビー日本代表監督)

平尾誠二さん、土田雅人さん(元サントリーラグ
ビー部監督)、茂木優さん(第62回秋田国体競技力
向上対策局次長)、石井浩郎さん(元プロ野球選手)

★トークセッション 15:15～16:45

今こそ、チャレンジスピリット！
～プレイヤーとして、指導者として～

子どもでも大人でもOK!

18:00～19:30 トワイライトコンサートⅠ
ほろ酔いジャズナイト公開生放送

石井浩郎さん

エフエム秋田の公開生放送。DJは岸部有三さん。バンドによ
る生演奏をお楽しみください。入場無料。直接会場へどうぞ。

きらめき広場

16
日

トーク
ゲスト

講　師

７月16日(土)・17日(日)・18日(月)
秋田拠点センターアルヴェのオープン１周年を記念して、１階

のきらめき広場と２階の多目的ホールを会場にさまざまなイベン
トでお祝いする３日間！　みなさん遊びに来てね！

ぜ～んぶ参加無料！

アルヴェの
キャラクター
あるたいるくん

広報あきた　７月１日号07

（土）

平尾誠二さん
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●
嶋
政
治
　
　
●
越
中
谷
永
吉

●
土
田
ヨ
ミ
　
●
足
利
清
　

●
山
下
浩

●
小
野
隆
司
　
　
●
二
木
二
郎

●

田
幸
三
郎
　
●
長
谷
川
久
美

●
加
藤
博

●
小
松
清
　
　
　
●
荒
生
貞
一
郎

●
石
郷
岡
繁
　
　
●
田
村
高
洞

●
永
作
稔
男

●
小
野
正
見

●
山
上
兵
二
郎
　
●
川
井
忠
昌

●
高
橋
良
　
　
　
●
池
端
利
雄

●
猪
股
朝
二
郎
　
●
長
谷
部
久
夫

●
藤
田
勇
悦
　
　
●
鑓
野
目
長
一

●
佐
々
木
昇
　
　
●
荻
原
隆
雄

●
和
田
英
夫

●
嶋
森
昇

●
武
藤
侃
　
　
　
●
三
浦
誠
一

●
住
谷
吉
太
郎
　
●
河
口
國
男

●
海
風
敏
夫
　
　
●
渡
辺
和
男

●
千
葉
毅
　
　
　
●
嵯
峨
利
喜
蔵

●
加
賀
谷
晃
　
　
●
佐
々
木
敏
信

●
伊
藤
良
治
　
　
●
筒
井
英
水

●
佐
藤
昭
司
　
　
●
鈴
木
太
郎

●
小
松
玲
二
　
　
●
嵯
峨
浩
一

●
須
田
文
雄
　
　
●

一
二

●
長
尾
榮
作
　
　
●
川
口
芳
松

●

口
芳
明
　
　
●
古
谷
忠
裕

●
佐
藤
與
四
郎
　
●
鈴
木
誠
一

(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

●
秋
田
市
に
ほ
ん
ご
交
流
会

●
秋
田
清
掃
登
山
連
絡
協
議
会

●
秋
田
県
立
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ア
リ
ボ
の
会

●
ウ
イ
ズ
ユ
ウ

●
外
旭
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

税
財
政

交
通
安
全

社
会
福
祉

(

納
税
貯
蓄
組
合
長)

(

交
通
指
導
隊
員)

由
利
イ
セ

長年にわたり公平委員
会委員として本市の公
平行政の推進に大きく
貢献しました。

さ
ん

一
般
表
彰

敬
称
略

秋
田
市
功
労
者
を
表
彰

７
月
12
日
「
市
の
記
念
日
式
典
」

林
久
人

市公害対策審議会と環境
審議会の会長などを務
め、労働衛生工学におけ
る専門的な見地から各種
答申の取りまとめに尽力
しました。

さ
ん

七
月
十
二
日
は
「
市
の
記
念
日
」
で
す
。
明
治
二
十
二
年
の

七
月
十
二
日
に
秋
田
市
役
所
が
開
庁
し
た
こ
と
に
ち
な
み
、
昭

和
三
年
に
制
定
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
七
月
十
二
日
(火)
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
、
市
の
記

念
日
式
典
を
文
化
会
館
で
行
い
、
市
勢
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

九
十
九
人
、
十
七
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

近
藤
剛

市公害対策審議会および
環境審議会の委員とし
て、経済学における専門
的な見地から各種答申に
尽力しました。

さ
ん

市廃棄物減量等推進審議
会の会長を務め、法学に
おける専門的な見地から
各種提言や答申の取りま
とめに尽力しました。

小
賀
野
晶
一
さ
ん

自
治
振
興

(

町
内
会
長)

功
労
者
表
彰



●
ハ
ー
モ
ニ
ー

●
福
祉
交
流
会
す
ず
ら
ん

●
は
ま
ゆ
う
会

●
泉
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

泉

の
す
こ
や
か
学
級

(

民
生
委
員
・
児
童
委
員)

●
大
友
進
　
　
　
●
越
智
チ
ヱ

●
渡
辺
幸
子
　
　
●
堀
重
一

●

貝
秀
子
　
　
●
秦
孝
悦

●
伊
藤
一
　
　
　
●
長
澤
千
和

●
菅
原
良
子
　
　
●
川
　
倶
康

●
戸
谷
道
子
　
　
●
伊
藤
芳
麿

●
三
戸
一
雄

●
安
田
忠
彦

●
相
場
義
信
　
　
●

一
二

●

藤
哲
郎
　
　
●
佐
藤
忠
悦

●
保
坂
博

(

商
業
振
興)

●
吉
川
宏
悦
　
　
●
金
坂
武
治

(
林
道
管
理
責
任
者)

●
山
岡
文
和

●
長
尾
榮
作

(

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員)

●
鎌
田
幸
男

●
鈴
木
　
夫

●
伊
藤
　

●

原
俊
英

(

児
童
育
成
ク
ラ
ブ
世
話
人)

●
松
野
と
み
子
　
●
加
賀
谷
智
子

●
佐
藤
智
子
　
　
●
佐
藤
憲
一

●
佐
藤
洋
子
　
　
●
船
木
洋
子

●
渡
辺
順
子

●
添
川
町
内
会
湯
沢
地
区
自
衛
消
防
隊

●
貝
ノ
沢
町
内
防
災
会

●
四
ツ
小
屋
駅
前
自
衛
消
防
隊

●
相
染
三
区
自
警
団

●
み
の
り
苑
町
内
会
自
主
防
災
隊

●
高
台
消
防
部
組
織

●
壱
騎
町
一
区
自
衛
消
防
隊

●
泉
中
町
自
主
防
災
隊

環
境
保
全

産
業
振
興

教
育
・
文
化

消
防
・
防
災

(

不
法
投
棄
監
視
員)

保
健
衛
生(

結
核
診
査
協
議
会
委
員)

(

自
主
防
災
組
織)

加藤利光さん 杉山鉄夫さん

石塚隆さん

木村昊さん佐々木吉秋さん

川村一郎さん

鈴木久光さん

小林吉一さん

鈴木尚一さん

長
年
に
わ
た
り
、
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
本
市
の
農
業

振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
か
た
が
た
で
す
。

千秋美術館　
赤れんが郷土館　
民俗芸能伝承館　
佐竹史料館
久保田城御隅櫓　
旧黒澤家住宅
大森山動物園　
河辺農林漁業資料館

７月10日(日)

市の記念日を記念して、次の
施設を下記の日程で無料開放し
ます。どうぞご利用ください。

７月12日(火)市の記念日

クアドームザ・ブーン

大森山動物園

市の木・けやき

広報あきた　７月１日号09



環
境
部
で
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
の
使

用
量
の
削
減
、
コ
ピ
ー
用
紙
の
使
用
量
の
削

減
、
ご
み
の
減
量
、
燃
料
消
費
を
抑
え
る
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
、
省
エ
ネ
と
省
資
源
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

10

寺
内
蛭
根
に
事
務
所
が
あ
る
秋
田
市
環
境

部
で
は
、
自
ら
の
活
動
か
ら
生
じ
る
環
境
へ

の
影
響
を
継
続
的
に
改
善
し
て
い
く
た
め
、

平
成
十
六
年
三
月
十
日
に
国
際
標
準
規
格

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
を
取
得
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

16
年
度
は
１
千
万
円
以
上
を

節
約
し
ま
し
た

浅
野
さ
ん
の
宝
物
。そ
れ
は
、

四
十
七
年
前
か
ら
集
め
続
け
て

い
る
国
民
体
育
大
会
の
記
念
切

手
で
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
二
十

二
年
に
石
川
県
で
行
わ
れ
た
第

二
回
大
会
で
初
め
て
作
ら
れ
、

そ
れ
か
ら
毎
年
、
国
民
体
育
大

会
の
開
催
を
記
念
し
て
発
行
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

浅
野
さ
ん
は
中
学
一
年
の
と

き
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
切
手
を
集

め
て
い
ま
す
が
、
初
め
て
自
分
の
お

小
遣
い
で
買
っ
た
の
が
国
体
の
記
念

切
手
。
昭
和
三
十
三
年
に
富
山
県
で

開
催
さ
れ
た
第
十
三
回
大
会
の
も
の

で
し
た
。
そ
れ
以
来
、
国
体
の
記
念

切
手
を
集
め
続
け
、
五
十
八
回
分
の

す
べ
て
の
大
会
の
切
手
を
手
元
に
そ

ろ
え
ま
し
た
。

集
め
た
切
手
を
整
理
す
る
際
に
、

大
会
ご
と
に
簡
単
な
解
説
、
開
催
都

道
府
県
、
優
勝
都
道
府
県
、
秋
田
県

の
成
績
を
書
き
加
え
る
の
が
、
浅
野

さ
ん
流
。
そ
の
フ
ァ
イ
ル
を
め
く
り

な
が
ら
、
国
体
の
歴
史
を
た
ど
り
、

秋
田
県
の
成
績
を
調
べ
た
り
、
当
時

の
こ
と
を
思
い
返
し
た
り
す
る
の
が

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
国
体
を
実
際
に
見
た

こ
と
は
？
…
と
聞
い
て
み
る
と
、「
実

は
、
ま
だ
一
度
も
見
た
こ
と
が
な
い

ん
で
す
よ
」
と
ち
ょ
っ
と
意
外
な
答

え
。「
昭
和
三
十
六
年
の
秋
田
国
体
の

と
き
は
高
校
生
で
、
残
念
な
が
ら
観

戦
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
再
来
年

は
競
技
会
場
へ
行
っ
て
ゆ
っ
く
り
見

て
み
た
い
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
切
手
の
展
示
会
な
ど
で
こ

れ
ら
の
切
手
を
展
示
し
て
、
国
体
の

Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。「
国
体

ま
で
あ
と
二
年
。
こ
の
切
手
が
国
体

に
興
味
を
も
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
て

く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。
み
ん

な
で
盛
り
上
げ
て
い
か
な
き
ゃ
」
と

期
待
を
込
め
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

58
年
分
の
記
念
切
手
が

わ
た
し
の
国
体
記
録
集

浅
野
周の

り

夫お

さ
ん(
60
歳
・
八
橋)

浅野さんの後ろには国体記念切手がずらり！

秋田市国体局総務企画課tel(866)2830

昭和36年の秋田国体にまつわる思い出を紹介
します。“まごころ”がいっぱいつまったあなた
のお話を聞かせてください。

あれは44年前…

16年度の節約効果
(14年度との比較)

＊ガス・重油の一部は15
年度との比較です。
＊ごみ排出については、
節減額を算出しませ
ん。
＊16年度実績の平均単価
を使用。

秋田市環境部の
ＩＩＳＳＯＯ１１４４００００１１
取り組み報告

紙の分別も徹底してます！

昭
和
36
年
の
秋
田
国
体
の
記
念
切

手
。
体
操
競
技
の
鉄
棒
と
カ
ヌ
ー

競
技
の
デ
ザ
イ
ン
で
し
た
。



平
成
17
年
度

秋
田
市
文
化
選
奨
は
、
学
術
・
芸
術
の
分
野
で
前
年
度

に
優
れ
た
作
品
を
発
表
し
、
市
民
文
化
の
発
展
に
貢
献
し

た
か
た
に
贈
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
の
受
賞
者
は
、
次
の
み

な
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。
表
彰
式
は
七
月
二
十
一
日
(木)

午
後
四
時
か
ら
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
行
い
ま
す
。

キ
リ
ン
「
モ
モ
と
た
い
よ
う
」
母お

や

子こ

像

『
い
っ
し
ょ
だ
よ
』

佐
々
木

さ

さ

き

勇い
さ
む

さ
ん(

千
秋
・
48
歳)

大
森
山
動
物
園
で
の
実
話

に
基
づ
い
た
キ
リ
ン
の
母
子

像
で
、
愛
と
優
し
さ
を
表
現
。

そ
の
作
品
は
、
全
国
に
生
き

る
喜
び
と
命
の
大
切
さ
を
語

り
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
鍛

金
に
よ
る
大
型
像
の
作
品

は
、
工
芸
技
法
に
よ
る
ア
ー

ト
の
可
能
性
を
広
げ
ま
し

た
。

長
唄

鏡か
が
み

獅じ

子し

花は
な

柳や
ぎ
た
け

日ひ

女め

さ
ん(

広
面
・
33
歳)

長
唄
「
鏡
獅
子
」
は
日
本
舞
踊

の
代
表
的
作
品
で
あ
り
、
高
い
技

量
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
花
柳
　
日

女
は
、
前
半
と
後
半
の
静
か
ら
動

へ
の
対
照
的
な
変
化
を
、
優
美
に

そ
し
て
厳
格
に
舞
い
分
け
て
、
高

い
評
価
を
得
ま
し
た
。

畠は
た
け

山や
ま

陽
一

よ
う
い
ち

さ
ん(

仁
井
田
・
71
歳)

ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
の
高
山

の
岩
場
に
生
え
る
植
物
、
雪
蓮(

サ
ウ

ス
レ
ア)

を
求
め
て
、
十
七
か
国
を
調

査
。
平
成
十
五
年
に
は
世
界
未
記
録

種
も
採
取
し
ま
し
た
。
現
在
も
中
国

の
研
究
者
と
共
同
研
究
を
続
け
て
お

り
、
そ
の
集
大
成
と
も
言
え
る
貴
重

な
記
録
で
す
。

地球の温暖化を防ぐため、秋田市役
所でも庁内の冷房の温度を28度に設定
しています。職員もノーネクタイ、ノ
ー上着で執務を行っていますので、ご
理解をお願いいたします。

十
六
年
度
の
節
約
の
効
果
を
金
額
で
あ
ら

わ
す
と
、
右
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
最
も

大
き
な
効
果
が
現
れ
た
電
気
の
使
用
量
は
、

昼
休
み
の
消
灯
、
向
浜
事
業
所
の
機
器
の
省

エ
ネ
運
転
、
冷
暖
房
の
温
度
管
理
の
徹
底
な

ど
に
よ
り
、
十
四
年
度
の
八
五
㌫
ま
で
減
ら

す
こ
と
が
で
き
、
一
千
万
円
以
上
の
節
約
に

な
り
ま
し
た
。
合
計
で
は
、
約
千
百
二
十
七

万
円
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
配

慮
し
た
事
務
・
事
業
の
推
進
を
心
が
け
、
引

き
続
き
、
積
極
的
に
環
境
行
政
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

環
境
企
画
課tel(

８
６
３)

６
６
３
２

問
い
合
わ
せ

(大森山動物園正面ゲート前)

本
名：

中
田
舞
子

文
化
振
興
室tel(

８
６
６)

２
２
４
６

問
い
合
わ
せ

長唄「鏡獅子」

雲表の珍草 雪蓮に魅
せられて

広報あきた　７月１日号11

丈�丶�

丈�丶�

″

″

ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

美
し
く
も
熱
き
、
オ
ペ
ラ
の
女

ヒ
ロ
イ
ン

た
ち

長は

谷せ

川が
わ

留る

美み

子こ

さ
ん(

御
野
場
・
46
歳)

天
性
と
し
て
持
っ
て
い
る
美
し
い
声

と
音
楽
性
に
加
え
、
イ
タ
リ
ア
留
学
と

大
学
の
研
究
で
習
得
し
た
歌
唱
力
が
見

事
に
発
揮
さ
れ
、
多
く
の
音
楽
愛
好
者

や
専
門
家
か
ら
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

″

″

″

”
“

雲
表

う
ん
ぴ
ょ
う

の
珍
草
「
雪
蓮

せ
つ
れ
ん

に

魅
せ
ら
れ
て
」

書
籍
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【
告
示
日
】
７
月
３
日
(日)

【
投
票
日
時
】
７
月
10
日
(日)
午
前
７
時
〜
午

後
６
時

■
立
候
補
の
届
け
出

７
月
３
日
(日)
、
市
職

員
研
修
棟(

午
前
８
時
30
分
〜
正
午)

と
、
市

役
所
分
館
４
階
の
選
挙
管
理
委
員
会(

正
午

〜
午
後
５
時)

で
受
け
付
け
ま
す

■
投
票
で
き
る
か
た

昭
和
60
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た

■
期
日
前
投
票(

投
票
の
際
に
「
宣
誓
書
」
の

記
入
が
必
要
で
す)

と
き
／
７
月
４
日
(月)

か
ら
９
日
(土)
ま
で
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

８
時
　
と
こ
ろ
／
旧
秋
田
市
区
域
の
か
た
▼

市
役
所
分
館
４
階
大
会
議
室
　
河
辺
区
域
の

か
た
▼
河
辺
市
民
セ
ン
タ
ー
　
雄
和
区
域
の

か
た
▼
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

tel(

８
６
６)

２
２
６
０

デ
ザ
イ
ン
、
色
彩
、
植
栽
な
ど
が
優
れ
、
周

辺
と
調
和
し
て
い
る
街
並
み
や
建
築
物
な

ど
、
街
な
か
や
身
近
な
場
所
に
あ
る
「
こ
れ

は
」
と
思
う
も
の
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

審
査
結
果
は
10
月
上
旬
こ
ろ
に
発
表
し
ま

す
。

対
象
／
街
並
み
、
建
築
物
、公
園
、
生
垣
、
水

辺
の
空
間
な
ど(

過
去
の
受
賞
施
設
は
除
く)

応
募
方
法
／
７
月
１
日
(金)
か
ら
29
日
(金)(

必

着)

ま
で
、
市
の
関
係
施
設
な
ど
に
置
い
て

い
る
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
応
募
箱
に
投
函

す
る
か
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
推
薦
す
る
建
築
物
な
ど
の
名
称
、
所
在

地
、
推
薦
理
由
、
ご
自
分
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
〒
０
１
０
‐
８
５
６

０
　
秋
田
市
役
所
　
都
市
総
務
課

tel(

８
６
６)

２
３
３
２
・
フ
ァ
ク
ス(

８
６
５)

６
９
５
７

Ｅ
メ
ー
ルro-urm

n@
city.akita.akita.jp

「
第
３
次
秋
田
市
社
会
教
育
中
期
計
画
」
策
定

の
た
め
に
実
施
し
ま
す
。「
い
つ
、
ど
こ
で
、

何
を
学
ん
だ
か
、
学
び
た
い
か
」「
学
び
は
足
り

て
い
る
か
、
ど
う
生
か
し
た
い
か
」
な
ど
、
学

び
に
つ
い
て
自
由
に
話
し
ま
せ
ん
か
。
７
月
下

旬
〜
９
月
、
３
回
開
催
予
定
。
乳
幼
児
・
青
少

年
・
成
人
・
高
齢
者
の
４
テ
ー
マ
。

■
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
か
た

（
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
公
務
員
、
審

議
会
委
員
を
除
き
ま
す
）

■
申
し
込
み

７
月
12
日
(火)(

当
日
消
印
有

効)

ま
で
、
参
加
し
た
い
テ
ー
マ(

第
２
希
望

ま
で)

、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

〒
０
１
０
‐
０
９
５
１
秋
田
市
山
王
二
丁
目

１
‐
53

秋
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

tel(

８
６
６)

２
２
４
５
・
フ
ァ
ク
ス(

８
６
６)

２
２
５
２

Ｅ
メ
ー
ルro-edlf@

city.akita.akita.jp

公
売
に
参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
と
買

い
受
け
代
金
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
最
低
公
売

価
格
は
２
万
５
千
円(

消
費
税
別)

で
す
。

と
き
／
７
月
26
日
(火)
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ
／
市
役
所
２
階
の
正
庁

な
お
、
都
合
に
よ
り
公
売
を
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
納
税
課
納

税
担
当
へ
。tel(

８
６
６)

２
０
５
８

７
月
か
ら
、
ア
ル
ヴ
ェ
１
階
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
土
・
日
、
祝
日
の
開
館
時

間
が
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
変
わ
り
ま

す
。
平
日
は
今
ま
で
ど
お
り
、
午
前
９
時
〜

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-人口１7.６.１現在

●人口／335,498人(－39)
●男／159,836人(－65)
●女／175,662人(＋26)
５月分・出生 196人

・死亡 235人
・転入 703人
・転出　 703人

（ ）内は前月比

●世帯／133,632世帯(＋108)

市
民
が
選
ぶ
都
市
景
観
賞

２

５

社
会
教
育
計
画
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
募
集

３

市消防団消防操法大会にご声援を…７月17日(日)午前９時～、市中央卸売市場駐車場で。
地域を守る32分団が練習の成果を競います。市消防本部警防課 tel(823)4243

電
話
加
入
権
の
公
売

４

秋
田
市
農
業
委
員
会
の

委
員
選
挙

１ 今月が納期の市税
固定資産税第２期
国民健康保険税第１期
納期限は８月１日(月)で

す。市税の納付には、簡
単・便利な口座振替をご利
用ください。

市民税・固定資産税は…
納税課tel(866)2059

国民健康保険税は…
国保年金課tel(866)2189

問い合わせ

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
土
・
日
、
祝
日
の
開

館
時
間
が
午
後
５
時
ま

▲
▲



午
後
７
時
。
自
動
交
付
機
の
利
用
時
間
も
同

じ
で
す
。
な
お
、
７
月
２
日
(土)
は
、
電
算
機

器
点
検
作
業
の
た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

tel(

８
８
７)

５
３
２
０

市
が
交
付
し
て
い
る
「
国
民
健
康
保
険
高

齢
受
給
者
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証(

該
当
者
の
み)

」
を
す
で
に
お

持
ち
の
か
た(

※
１)

に
、
８
月
１
日
か
ら
お

使
い
い
た
だ
く
新
し
い
受
給
者
証
お
よ
び
減

額
認
定
証
を
７
月
25
日
(月)
に
発
送
し
ま
す
。

平
成
16
年
中
の
所
得
に
よ
り
、
改
め
て
判

定
す
る
の
で
、
所
得
内
容
に
よ
っ
て
は
、
お

医
者
さ
ん
に
か
か
る
際
の
自
己
負
担
率
や
減

額
区
分
が
、
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
、
減

額
認
定
証
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い(

※
２)

。

※
１
…
昭
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
昭
和
10
年
７

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
、
老
人
保
健
法
に

よ
る
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
な
い
か
た
。

※
２
…
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
は
、
平
成
16
年
中
の
所
得
内
容

で
判
定
す
る
の
で
、
今
ま
で
該
当
し
な
か

っ
た
か
た
に
交
付
す
る
場
合
や
、
今
ま
で

持
っ
て
い
た
か
た
で
も
該
当
に
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課

tel(

８
６
６)

２
０
９
９

道
路
維
持
課
は
、
８
月
１
日
(月)
か
ら
、
市

交
通
局
庁
舎
１
階(

寺
内
蛭
根
字
蛭
根
85-

９)

に
移
転
し
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
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※１…老保該当者および同一世帯の70歳以上の高齢者で、
市民税の課税標準額が145万円以上のかたが１人で
もいる世帯のかた。ただし、70歳以上のかたが２人
以上の世帯で、年収621万円未満、単独世帯で年収
484万円未満の場合は１割負担

※２…世帯員全員が市民税非課税の世帯
※３…所得が０円の世帯(例：年金収入のみの場合は、単独

世帯で年収約65万円以下、夫婦２人世帯では年収約
130万円以下)

医療費の自己負担割合と１か月の自己負担限度額

昭和７年９月30日以前に生まれた
かた、または、65歳以上で一定の障
害があるかたがお持ちの医療受給者
証は、８月１日付けで更新となりま
す。更更新新にによよっってて自自己己負負担担割割合合
がが変変わわるるかかたただだけけにに、、新新ししいい受受

給給者者証証をを７７月月2266日日((火火))以以降降にに郵郵送送ししまますす。。
新しい受給者証が届いたかたで、現在入院または

通院しているかたは、忘れずに医療機関に新しい受
給者証を提示してください。
※16年中の所得が15年中の所得と比べ、大きな増減
がなかったかたは、負担割合は変わりません。現在
お持ちの受給者証を引き続きお使いください。

世帯全員が市民税非課税または所得が０円の世
帯のかたには、申請により、老人医療の一部負担
金と入院時の食事代の負担が軽くなる「老人医療の
限度額適用・標準負担額減額認
定証」を交付しています。
今お持ちの認定証は、有効期

限が７月31日までです。６月20
日まで申請を済ませたかたに
は、新しい認定証を７月下旬に
郵送します。まだ申請していな
いかたは、障害福祉課医療福祉
室へお問い合わせください。

入院時の食事代

医療受給者証の更新
負担割合が変わるかただけに
新しい受給者証をお送りします

問い合わせ　

老人保健でお医者さんにかかるかた

老人医療の新しい減額認定証は
７月下旬に郵送します

障害福祉課医療福祉室 tel(866)2513 ファクス(863)6362

５月の家庭ごみなどの量

178万6千円
５月の家庭ごみの量は、基準年度(平成

14年度)と比べて65㌧減少し、７万５千円
の貯金ができました。

５月末現在の環境貯金は

＊御所野の総合環境センターで焼却・溶融したごみの量(資源化物を除く)
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現代では２人に１人が、がんにかかり、３人に１人

が、がんで亡くなっています。中でも「胃がん」の数

がいちばん多く、がん全体の約５分の１を占めていま

す。

都道府県別の胃がんの死亡率では、たいへん不名誉

なことに秋田県がいちばん高くなっています。しかし、

早期に胃がんを見つける技術や治療法の進歩により、

胃がんの生存率は最近大きく改善してきました。

胃がんは進行の程度により、早期胃がんと進行胃が

んに分けられます。早期胃がんの段階で治療できれば、

ほとんどのかたが治ります。早期に見つかった胃がん

の治療は、開腹手術ではなく、胃カメラ(内視鏡)を用

いることが多くなりました。

内視鏡治療は、早期胃がんの中でもがん細胞が胃の

表面に留まっている粘膜がんを対象に行われていま

す。今までは切除する胃がんの大きさに制限がありま

したが、最近は

技術が向上し、

大きさに制限な

く切除すること

ができます。当

院でも右のグラ

フのように内視鏡治療が増えてきています。

内視鏡治療は、胃がんを含めた局所の切除で済みま

す。治療後は胃に人工潰瘍ができますが、約１～２か

月で元通りになり、ほとんど後遺症がありません。

このように内視鏡治療は開腹手術に比べ体への負担

が少ないこと、機能温存できること、入院期間が短い

ことや医療費が安いことなどが利点としてあげられま

す。ただし、がん細胞が胃壁に深く潜り込んだり、血

管やリンパ管に入り込んだりして、リンパ節転移の可

能性が高い場合は外科的手術が必要になります。

胃がんには特有の症状がなく、半数以上の人はまっ

たく症状が現れません。胃がんは早く見つかれば必ず

治りますので、症状がないからこそ、定期的に検査を

受けましょう。

このコーナーでは、みんなが健康で元気
に過ごすために必要な、ドクターからの
ちょっとしたアドバイスを紹介します。今月のドクター

銭谷　明
(市立秋田総合病院消化器内科・代謝科)

先生

胃がん治療に内視鏡

会場は市保健センター。電話など
で保健予防課へ予約が必要です。
女性のための食生活講座＝40歳以上
の女性が対象です。調理実習もあり
ます。７月20日(水)午前10時～午後１
時。定員32人。申し込みは７月５日
(火)から。tel(883)1175
成人歯科相談＝歯周病、むし歯など、
歯の健康について歯科衛生士が相談
に応じます。７月22日(金)午前９時30
分～正午。tel(883)1174

アルコールに関する問題で悩んで
いるご家族が対象です。毎月第３火
曜日午後２時～４時、市保健所で。

アルコール依存症の学習、医師のア
ドバイスなど。参加無料。申し込み
は健康管理課へ。tel(883)1180

雄和Ｂ＆Ｇ海洋センタープール(雄
和神ケ村)が７月15日(金)から夜間も
利用できるようになります。
夜間開場時間／午後５時30分～７時
30分　夜間利用料金／一般210円、
高校生105円、中学生以下無料
●問い合わせ　Ｂ＆Ｇ海洋センター
プール tel(887)2526

初心者が対象です。秋田駅東口か
ら送迎バスあり。受講料2,600円(昼
食・入場料含む)。先着20人。
とき／７月20日(水)午前10時45分～
午後零時15分　ところ／ザ・ブーン
●申し込み　７月15日(金)までクアド
ームザ・ブーン tel(827)2301

高齢者や就園前の親子が対象です。
相談無料。直接、会場の御所野ふれ
あいセンターへ。tel(826)0671
健康相談＝毎週月・金曜日、午前10
時～11時　育児相談＝毎週水曜日、
午前10時30分～11時30分

おおむね60歳以上のかたが対象で
す。７月14日(木)午前10時～正午、飯
島老人いこいの家で。テーマは「高
齢者の健康保持」。参加無料。直接会
場へどうぞ。tel(845)3692

寝たきりの家族などを家庭で介護
しているかたが対象です。７月26日
(火)午後１時30分～３時、市保健セン
ターで。参加無料。直接会場へ。
●問い合わせ　在宅介護者の集い代
表の廣田さん tel(863)0935

健康

いきいきサロン

アルコール家
か

族
ぞく

教
きょう

室
しつ

市
し

保
ほ

健所
けんじょ

の講
こう

座
ざ

と相談
そうだん

在
ざい

宅
たく

介
かい

護
ご

者
しゃ

の集
つど

い

健康
けんこう

・育
いく

児
じ

相談
そうだん

雄
ゆう

和
わ

B&G海洋
かいよう

センター
プールの夜

や

間
かん

利
り

用
よう

開
かい

始
し

水
すい

中
ちゅう

歩
ほ

行
こう

教
きょう

室
しつ

治療法いまむかし



平成17年度（平成16年中の所得）「総所得額」か
ら、社会保険料控除一律８万円、医療費控除、雑損
控除額等を控除した額を右

表と比べ、基準額を超える場合は
該当しません。また、父母の所得
は合算せず、所得者一人ずつの所
得額で判断します。２歳以上児以
外の所得制限については、お問い
合わせください。

※ここでいう「社会保険本人」とは、国民健康保険(市町村国民
健康保険と国民健康保険組合)以外の健康保険に加入している
被保険者をさします。

入院…全員に助成します�更新と新規申し込み

問い合わせ

乳幼児、障害(児)者、母子・父子家庭などの

障害福祉課医療福祉室
tel(866)2513 ファクス(863)6362

福祉医療費受給者証

「総所得額」の確認は通知書で
Ａ.サラリーマンで市・県民税を給料から引かれて
いるかた…市民税・県民税特別徴収税額通知書
の「総所得金額①」欄の額
Ｂ.Ａ以外のかたで、市・県民税を納税通知書で納
付しているかた…市民税・県民税納税通知書の
３枚目に綴られている明細書(所得・控除)の
「総所得①＋②」欄の額

２歳以上児の通院の所得制限

●平成17年７月31日が有効期限の福祉医療費受給者証は、
８月１日付けで更新となります。対象となる受給者証をお
持ちのかたには、新しい受給者証を７月下旬に郵送します。
●右表に該当するかたは、申請により受給者証が交付されま
す。今まで申請をしていなかったり、16年度には所得制限を
超えたため該当していなくても、今年度は交付される場合が
あります。詳しくは障害福祉課医療福祉室にお問い合わせく
ださい。新規申請の受け付けは７月13日(水)からです。なお、
申請後に所得の修正申告をしたかたはご連絡ください。

今年１月～６月の間に要介護４または５の月があったかたで、
①介護保険料の所得段階が１～３段階の第１号被保険者か、
②市民税非課税の第２号被保険者のかた

ショートステイの利用日数超過の届出をしているかた
要介護者が、介護保険施設または医療機関へ入院・入所(在
宅サービスのショートステイを除く)した日数が10日以上の月
家族介護用品支給事業か、家族介護慰労事業を利用した月

次のかたを在宅で介護しているかた

在宅で介護しているかたに、商品券を贈呈します
■申請方法 ７月14日(木)から29日
(金)までに、介護保険課、河辺・雄和
市民センターにある申請書で、お申
し込みください。なお、第２号被保
険者の場合、課税状況調査への同意
書が必要です。

在宅で要介護者を介護しているご家族をサポートするため、
１か月あたり３千円分の秋田市共通商品券を贈呈します。

対象

●問い合わせ
介護保険課 tel(866)2069

■贈呈時期 商品券は対象者を確認
した後、申請した窓口で９月末まで
にお渡しします。

以下は対象になりません

診療を受けるとき、この受給者証を健康保険証と一緒に医
療機関に提出すると、保険診療の自己負担分が助成されます。

＊扶養親族が１人増すご
とに、所得基準額に38
万円が加算されます。

267万２千円
305万２千円
343万２千円
381万２千円

０人
１人
２人
３人

扶養人数 所得基準額

広報あきた　７月１日号15
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●申し込み　保健予防課
tel(883)1174

★保育所開放 ０歳～５歳の親子
が対象です。時間は午前９時45分
～11時。直接各保育所へどうぞ。
ただし、土崎保育所のみ午前９時
15分～11時。事前に申し込みが必
要です。７月５日(火)から土崎保育
所へ。tel(845)1571
土崎(みなとっ子祭りに集まれ) s
７月９日(土) 泉・河辺中央 ７月
12日(火) 牛島・岩見三内・戸島
７月13日(水) 川尻・保戸野・港
北・寺内・川添・雄和中央・新波 s
７月19日(火) 川口・手形第一 s
７月26日(火)
★離乳食試食会 牛島保育所で、
保育所開放に合わせ、７月13日
(水)に実施します。申し込みは７月
５日(火)から牛島保育所へ。

tel(832)3045
★青空保育 お子さんを公園で遊
ばせながら、お母さん同士、また、
保育士と日ごろの悩みなどを話し
合いませんか。時間は午前10時10
分～10時50分。雨天中止。各公園
に駐車場がありませんのでご注意
ください。直接会場へどうぞ。
寺内保育所tel(863)6253

７月５日(火)、油田街区公園
川尻保育所tel(823)3254

７月５日(火)、下夕野
し た の

公園　
土崎保育所tel(845)1571
７月５日(火)、琴平第一街区公園　

川口保育所tel(832)4582
７月21日(木)、川口街区公園　

★こんにちは赤ちゃんルーム　７
月14日(木)、泉保育所の０歳児室
で保育体験。離乳食の試食会もあ
ります。申し込みは７月５日(火)か
ら泉保育所へ。tel(823)1626
★読み聞かせの会 就園前の親子
が対象です。７月14日(木)午前10
時30分～11時、川口保育所で。直

接会場へ。tel(832)4582

参加無料。直接会場へ。子ども
未来センターtel(887)5340
こんにちは広場＝子育て相談員が
訪問します。自家用車での来場は
ご遠慮ください
東児童センター ７月12日(火)午前
10時30分～　浜田地区コミセン
７月15日(金)午前10時30分～
おはなし会＝就学前の親子が対象
です。７月12日(火)午前10時30分
～11時、子ども未来センターで
パンダ広場＝就園前のお子さんが
対象です。７月21日(木)午前10時
～11時、一つ森公園コミュニティ
体育館で

一時的に子どもを預かる保育ボ
ランティアの講習会と実習です。
とき／７月27日(水)・28日(木)、８
月３日(水)・４日(木)・10日(水)・11日
(木)、午前10時～午後３時　とこ
ろ／ジョイナス　受講料／5,000
円(テキスト代込み)
●申し込み　７月15日(金)まで、
みらい子育てネットあきた(県子育
て支援課内)tel(863)8781

子ども、教育、平和について一緒
に考えませんか。講談師の宝

たから

井
い

琴桜
きん お う

さんの記念講演ほか。一般
1,000円、学生500円(託児希望者は
1,300円)。詳しくは秋田県母親大会
実行委員会へ。tel(887)3636
とき／７月10日(日)午前９時30分
～午後３時30分　ところ／県生涯
学習センター

就園前のお子さんとお母さんが
対象です。７月６日(水)午前10時
～正午、北部公民館で。親子で七

夕飾りづくり。参加無料。直接会
場へどうぞ。tel(873)4839

ほっぺの会 ７月５日(火)・20日
(水)午前10時～正午、仁井田児童
館。仁井田地区主任児童委員の田
近さんtel(839)5002 若草リズム
７月６日(水)・13日(水)午前10時30
分～正午、牛島児童館。同サーク
ルの猪股さん。tel090－4043－
6355 八橋リズム s７月７日(木)・
14日(木)午前10時30分～正午、八
橋児童館。同サークルの鈴木さん
tel(867)2399 さくらっこクラブ
７月８日(金)午前10時～正午、桜
児童センター。桜地区主任児童委
員の三浦さん　tel(835)7307 し
ゃぼんだま広場
７月15日(金)午前10時～11時30

分、四ツ小屋児童センター。四ツ
小屋地区主任児童委員の伊藤さん
tel(839)3891 牛島っ子 s クレー
プ作り。７月20日(水)午前10時～
11時30分、南部公民館。材料費
200円。牛島地区主任児童委員の
宮田さんtel(833)0447

★けやきＫＩＤ’Ｓ ７月９日(土)
午前10時～11時30分。けやき平幼
稚園へ申し込みを。tel(845)7985
★水あそびをしよう ひかり幼稚
園 ７月13日(水)午前９時30分～
11時30分。tel(868)4228
聖園学園短大附属幼稚園 ７月
13日(水)午前９時30分～11時。

tel(823)2695
★ぱおぱおらんどの夏まつり ７
月13日(水)午前10時～11時。先着
80組。電話で外旭川幼稚園へお申
し込みを。tel(868)3400

７月12日(火)・19日(火)、８

月２日(火)・23日(火)

いずれも午前10時15分～

午後零時15分
１歳未満のお子さんと保

護者が対象です。ベビービ

クス、子どもとの接し方な

どを学ぶ４回連続講座。受

講無料。先着20組。

とき

ところ

保育所で遊びませんか
子ども未来センターの催し

北
き

・ら・らキッズ

育児サークルへどうぞ

７月１日(金)午前９時から
女性学習センター tel(824)7764

申し込み

親子いっしょに！

大町のサンパル秋田

あきたで

OSANPO!
ママたちが作る子育て情

報誌。親子でキャンプ、虫
の飼育など。
陶彩サエラ、藤原書店、

ブックスシティピア、プラ
ツL、アリスなどで販売
中！ １部200円。詳しくは
武田紀美子さんへ。

tel(828)6086

夏号

お さ ん ぽ

幼稚園に遊びにおいで

子育てサポーター養成講習会

秋田県母親大会



個人通知はしませんので、母子
健康手帳別冊をよく読んで受診し
ましょう。まだお持ちでないかた
は、保健予防課、市民課、土崎・
新屋支所、市民サービスセンター、
河辺・雄和市民センター、岩見三
内・大正寺連絡所へどうぞ。

保健予防課 tel(883)1172
■４・７・10か月児健康診査 ４・
７・10か月になった日から１か月
以内のお子さんを対象に、母子健
康手帳別冊に記載されている市内
の委託医療機関(ひがし稲庭クリニ
ックを除く)で行っています。なお、
はらだ小児科医院(山王中園町２-
16 tel(867)8855)が委託医療機関に
加わりました。
■１歳６か月児健康診査 平成16
年１月生まれのお子さんが対象で
す。河辺・雄和地域は３か月に１
回の実施になりますので、下記の
対象をご覧ください。混雑を避け
るため、右表の地区割りを確認し
て対象となる日に会場へ。都合が
悪く、受診できないかたはご連絡
ください。また、２歳未満のお子さ
んは受診できますので、まだ受け
ていないかたもご連絡ください。
当日は、母子健康手帳と別冊、バ
スタオルをお持ちください。受付
時間は午後零時45分～１時30分。
中央地域 ８月２日(火)、市保健セ
ンター 東部・南部①(右表参照)地
域 ８月３日(水)、アルヴェ４階
北部地域 ８月４日(木)、土崎支所
３階　南部②(右表参照)・西部地
域 ８月５日(金)、市保健センター
雄和地域(対象…平成15年11・12
月、16年１月生まれ) ８月９日
(火)、雄和公民館３階　河辺地域
(対象…平成15年11・12月、16年１
月生まれ) ８月10日(水)、河辺総
合福祉交流センター
■３歳児健康診査 平成14年２月

生まれのお子さんが対象です。河
辺・雄和地域は３か月に１回の実
施になりますので、下記の対象を
ご覧ください。混雑を避けるため、
下表の地区割りを確認して対象と
なる日に会場へ。都合が悪く、受
診できないかたはご連絡くださ
い。また、４歳未満のお子さんは
受診できますので、まだ受けてい
ないかたもご連絡ください。当日
は、母子健康手帳別冊にある３歳
児健康診査用アンケートと尿検査
セット(尿を容器に採って)、母子
健康手帳をお持ちください。受付
時間は午後零時45分～１時30分。
中央地域 ８月23日(火)、市保健セ
ンター　東部・南部①(下表参照)
地域 ８月24日(水)、アルヴェ４階
北部地域 ８月25日(木)、土崎公
民館　南部②(下表参照)・西部地
域 ８月30日(火)、市保健センター
雄和地域(対象…平成14年１～３
月生まれ) ９月15日(木)、雄和
公民館３階　河辺地域(対象…平
成14年１～３月生まれ) ９月
16日(金)、河辺総合福祉交流セン
ター　
■会場の地区割り

※アルヴェおよびその周辺には無
料駐車場がなく、土崎支所は駐
車場が狭いので、この２会場で
健診を受けるかたは公共交通機
関などをご利用ください。

妊婦・２歳児歯科健康診査の委
託医療機関に、次の医療機関が加
わりました。
あんどう矯正歯科クリニック(東

通二丁目１-３)tel(837)6480 s
おのば歯科クリニック(仁井田字中
新田75)tel(892)6300 ささき歯
科クリニック(広面字大袋38 -
１)tel(884)0333 アルヴェたか
のはし歯科(中通七丁目１-３アル
ヴェ４階)tel(837)1280

お子さんの月齢にあった離乳食
の進め方、食品の調理法、試食な
ど。筆記用具、母子健康手帳、お
しぼりを持って、お子さんと一緒
に直接会場の市保健センターへ。
受け付けは開始30分前から。受講
無料。保健予防課 tel(883)1175
初期離乳食(生後４～５か月)s
７月11日(月)午前10時～11時30分。
栄養士や保健師による個別指導も
あります　後期離乳食(生後８～
10か月) ７月25日(月)午前10時～
11時30分と午後１時30分～３時の
２回。栄養士、保健師、歯科衛生
士による個別指導と歯のお手入れ
の指導もあります

保健師や栄養士が育児などの相
談に応じます。７月22日(金)午前
10時～午後３時30分、市保健セン
ターで。事前に保健予防課へお申
し込みを。 tel(883)1174

妊産婦および生後28日以内の赤
ちゃんがいる家庭に助産師が訪問
します。申し込みは、妊婦は電話
で、産婦と赤ちゃんへの訪問は、
母子健康手帳に入っている「出生
連絡票」を郵送してください。

● 元気が大好き
育児コーナー

育 児

地域� 該当地区�

乳幼児健康診査

離乳食教室へどうぞ

歯科健診の追加医療機関

市保健所の育児相談

助産師の出張相談

毎日の生活の中でできる、お父さんと子ど
もの楽しい遊びを紹介します。お父さんなら
ではの豪快な遊びから、ちょっと疲れている
ときの省エネ遊びまで。

あそぼうあそぼうおとうさん
浜田桂子／作　福音館書店

中央図書館明徳館 tel(832)9220問い合わせ

子どもと一緒に楽しめる本を
紹介するコーナーです。

広報あきた　７月１日号17
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昨年の一般の部優勝
の浅野晴香さん

昭和60年に復活した「大正寺おけさ」をメインとした地
域おこしイベント「大正寺おけさまつり」。21回目を迎える
今年は、８月21日(日)、雄和の新波商店街などで開催されま
す。
実行委員会では、当日午後４時から行われる「総踊り」

の参加者と、夜に打ち上げられる「メッセージ花火」の打ち
上げ希望者を募集します。申込締切はいずれも７月29日(金)。
どしどしご応募ください！

人　数 原則として１団体５人以上

その他

衣装は自由。踊りは実行委員会の前進
踊りを基本としますが、アレンジも可
能です。踊りの練習用音楽テープが必
要な場合は早めにお申し出ください

１口10,000円　先着10口
メッセージを読みあげた後に花火を打
ち上げます。
(例)「○○ちゃん、お誕生日おめでとう　

…パパとママより」

大正寺おけさまつり実行委員会事務局tel(887)2315

総踊り

申し込み

秋田長持唄の全国大会が７月17日(日)
に開催されます。年々レベルが高くなっ
ていると評判のこの大会。珠玉の歌声を
間近で聞いてみませんか。

７月17日(日) 午前９時30分から
雄和体育館

を募集します総踊りの参加者
メッセージ花火

第11回

大会実行委員会事務局(河辺雄和商工会雄和
支所内)、JA雄和・大正寺支店、連合婦人会ほ
か、ポスターの貼ってある雄和地域の各店

大会実行委員会事務局(河辺雄和
商工会雄和支所内)tel(886)2621

入場券 前売り500円(当日800円)

問い合わせ

■入場券販売場所

「うわぁ、こうなるんだ！」
そんな声が聞こえてくるのは、

ふれあい交流館かわべでこの春か
ら開かれている「折り紙を楽しむ
会」。季節や暦を題材に毎月１回、
会員20人が折り紙を楽しんでいま
す。
この日は、七夕にちなんで、織

り姫、彦星、浴衣、網飾りなどを
制作。ちょっとした折り方の工夫
が生み出す折り紙の神秘にみなさ
ん感嘆の声をあげていました。
折り紙の指導をしているのは山

本美喜子さん。「私もまだまだ勉
強中。会員のみなさんと一緒に楽
しんでいます。折り紙ってほんと
うに奥が深い」と話します。
会員からは「難しいけど楽しい。

家で折り図を見ながらしっかり復
習します」「孫に折ってあげたらと
ても喜んだ」といった声が。
たった１枚の紙でも、無限の可

能性を秘めているんですね。

河辺の折り紙を楽しむ会

こうして、こう折って…。
左から３人目が山本さん

紙でつくる
創造の世界

浴衣

秋田長持唄
全国大会

(雄和市民センター向かい)

金　額

その他

メッセージ
花　火
５号玉　
直径15㌢

童
心
に
か
え
り
ま
す
ね

▼
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市内各書店、市役所地下の売店、市史編さん室(市役所
分館２階)でどうぞ。送付希望のかたは、代金を現金書
留郵便で、〒010-8560秋田市山王一丁目１番１号 市史
編さん室へお送りください。送料は受取人払いです

旧石器時代から現代まで、豊富なカラー
写真とわかりやすい図表で秋田市の歴史を
解説しています。250㌻、定価2,000円。

第５章「近代都市から現代都市へ」

16世紀から20世紀初めにヴェネチア、ボヘミア、
日本などで作られた優品約130点を紹介。「吹く」
「彫る」「描く」「刻み込む」の４つの技法を通して、
ガラスの魅力をお楽しみください。

７月16日(土) ８月24日(水)
午前10時～午後６時

千秋美術館

岡田独自の色面構成による高い抽象
性を含んだものから、日本画を思わ
せる具象的な植物の作品まで21点を
展示します。岡田謙三の微妙な色彩
とフォルムの世界をご堪能ください。

ー
岡
田
謙
三
を
知
る
た
め
に
ー

９月４日(日)まで

花
を
描
く
展

午前10時～午後６時

常設企画展

千秋美術館２階の岡田謙三記念館

お求めはこちらへ

◆目次概要◆

列品解説…７月20日(水)・31日(日)午後２時から。

かきつばた（1977年）

観覧料 一般300円 高・大学生200円
中学生以下無料

図説秋田市の歴史

市史編さん室tel(866)2249問い合わせ

第４章「城下町久保田の成立と近在の村々」
第３章「武者の世」
第２章「秋田城とその時代」

第１章「秋田のあけぼの」
序　章「秋田の自然環境」

全ページにカラー写真や
図表を満載！

岡田謙三の企画展を記念し、すてきなコ
ンサートを開催します。佐藤聡子さん(ヴァ
イオリン)、堀貴子さん(ピアノ)の演奏をお
楽しみください。入館料で入場できます。
詳しくは千秋美術館へ。tel(836)7860

７月18日(月) 午後２時開演
千秋美術館２階の岡田謙三記念館ステンドカラー(透明ガラスや樹脂などの素

材にステンドグラス風に装飾できる絵の具)を
使って、オリジナル小物を作ってみませんか。

ステンド・アート

申し込み ７月４日(月)午前10時から
千秋美術館tel(836)7860

対象 小学３年生～６年生

先着20人定員

『ガラスに描こう』

ー技法による４つのアプローチー

サントリー美術館コレクション

ダイヤモンド彫り
蓋付ゴブレット
(ヴェネチア 16世紀後半)

観覧料 一般700円 高・大学生500円 中学生以下無料

夏休み
子ども

ワークショッ
プ

特別ギャラリートーク…解説は、美短の小牟禮尊人助
教授。８月７日(日)午後２時から、千秋美術館２階で。

記念講演会…講師は、「とちぎ蔵の街美術館」の土屋良
雄館長。７月24日(日)午後２時から、千秋美術館３階で。

ガラス・
光と煌

き ら

めき

８月10日(水) 午後１時～４時
千秋美術館講堂

800円材料費

▼



７/１(金) ７/５(火)
●市民レポーターが紹介！

「佐竹史料館企画展」

●千秋美術館常設展

～秋田蘭画を中心に

７/６(水) ７/12(火)
月～木　午前10時30分～

火～金　午後３時50分～
土 午後 ３時55分～

水 午後10時54分～　

テレビ
ガイド

●赤れんが郷土館企画展
～小場恒吉の紋様集大成展

●市民レポーターが紹介！
「家庭犬のしつけ方教室」
「図書館へ行こう」

15
分 ●７/31(日)７：30～ ABSおはよう秋田市長です「夏休みは太平山リゾート公園で決まり！」

AAB  おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組
AKT  こんばんは秋田市から

詳しい放送日程は
広報課へどうぞ
te l (866)2034

エフエム秋田 秋田市マンデー555
ABSラジオ 秋田市今週のいちネタ

毎週月　午後５ 時54分～

毎週火　午前10時30分～ラジオ
］●食中毒にご注意を！
●アルヴェオープン１周年イベント
に行こう！エフエム秋田 ふれあい情報 火～土　午前10時55分～

20エフエム椿台 午後スタ 毎週水　午後３ 時00分～

海洋レクリエーション
体験スクール

７月17日(日)・18日(月)
いずれも参加料１人300円。小中学生は保護者同伴に限ります。

③のボート試乗体験は当日会場でも受け付けます。

①ヨット体験(定員各15人) 午前10時～、午後１時～
②ボートスポーツフィッシング体験(定員各12人)

午前10時～、午後１時～
③ボート体験試乗 午前10時～午後４時、随時(１回約20分)

往復はがきに、住所、氏名、年齢、性別、連絡先、希望スク
ール名、人数(はがき１枚で①は５人まで、②は４人まで)、
希望日と午前・午後の別(第２希望まで)を書いて、７月12
日(火)(消印有効)まで、〒011-0911秋田市飯島字堀川118 秋
田マリーナ“海の日”海洋レクリエーション体験スクール係

申
し
込
み

秋田マリーナ

マリンウィーク’05

体験航海
へどうぞ

■秋田海上保安部巡視船「ちょうかい」
31日(日)午前10時～11時30分と午後１時～２時30分の２回
■男鹿海洋高校実習船「船川丸」 31日(日)午後１時～２時

往復はがきに、住所、希望乗船者全員の氏名(はがき１枚で
３人まで)と年齢、電話番号、乗船名(ちょうかいの場合、
午前・午後の別)を書いて、７月15日(金)(必着)まで、
〒011-0945秋田市土崎港西三丁目10-25
秋田港海の祭典実行委員会tel(845)5983

申し込み(応募多数の場合は抽選)

※海の祭典の詳しい内容は次回の広報あきたでお知らせします。

遊びの達人
養成講座

レク指導、竹とんぼ、伝承あそび、
野外炊飯、キャンプファイヤー、
自然観察、ネイチャーゲームなど

７月４日(月)から12日(火)まで
生涯学習室tel(866)2245

申し込み

町内の子ども会などで企画する子ども体験
活動をサポートできる達人をめざします。太
平山自然学習センターまんたらめなどを会場
に８回開催。参加費160円(保険料)。まんたら
めの宿泊費は無料ですが、食事代、シーツ代
は実費。先着20人。

子ども野外活動サポーター

７月23日(土)、８月20日(土)・21日(日)、
９月10日(土)、10月22日(土)、11月19
日(土)、12月17日(土)・18日(日)

秋田マリーナtel(847)1851問い合わせ

講座内容

講座日程

７月30日(土)・31日(日)に秋田港周辺で行われる「海の祭典」
のイベント「体験航海」の参加希望者を募集します。

●海の祭典●

▼

▼▼

▼

▼ ▼

１人2,000円

(財)秋田観光コンベンション協会(大町二
丁目3-27秋田ニューシティ５階)にある申
込書に参加料を添えて、７月８日(金)ま
で同協会へ。tel(824)8686

申し込み

参加料

７月24日(日)
午前８時30分スタート

スタート 雄和の相川河川敷
ゴール 秋田大橋右岸河川敷

コース
(約20㌔)

手作りの筏で雄物川を楽しく下って
みませんか。ただいま出場チームを募
集中！　種目は、レース部門、レクリ
エーション部門、カヌーマラソン部門
の３つ。ふるってご参加ください。

雄
物
川
筏い

か

だ

下
り
大
会

▼
▼
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御所野にある地蔵田遺跡で弥生
時代の生活を体験します。木柵復
元、火おこし体験、弥生の料理教
室など。夜は竪穴住居に宿泊。
とき／７月23日(土)から１泊２日定
員／先着15人(小学生は保護者同
伴) 参加料／500円
●申し込み　７月４日(月)午前８時
30分から文化振興室tel(866)2246

小学生の親子が対象です。家庭
で簡単にできる点心の作り方を学
びます。受講料１組1,600円。
とき／７月26日(火)午前10時15分
～午後１時15分　ところ／サンパ
ル秋田　定員／先着12組
●申し込み　７月４日(月)午前９時
から女性学習センターtel(824)7764

小学４～６年生とその保護者が
対象です。仁別のまんたらめに泊
まって、キャンプ体験や森林の観
察など。７月26日(火)から１泊２日。
先着30人。参加無料。秋田駅東口
から無料送迎バスがあります。
●申し込み／７月19日(火)まで、電話ま
たはファクスかＥメールで住所、氏名、
性別、電話番号、学校名、学年を書いて、
県森林環境対策室へ。
tel(860)1750 ファクス(860)3838
Ｅメール　forest-p@pref.akita.lg.jp

小学生とその母親が対象です。
受講料１人2,000円。先着80人。
とき／７月26日(火)・27日(水)・29
日(金)午前10時～正午と７月30日
(土)午前９時～午後４時の４日間
ところ／八橋テニスコート
●申し込み　７月12日(火)まで日本
女子テニス連盟秋田県支部の東海
林さんtel(868)3637

小学４～６年生が対象です。実
験をしながら食品の安全性を学び
ます。参加無料。先着20人。
とき／７月27日(水)午前９時30分～
正午　ところ／市保健所
●申し込み　７月４日(月)午前９時
から衛生検査課tel(883)1181

秋田駅東のシールドトンネルを
見学します。参加無料。申し込み
は、はがきかファクスで、住所、
氏名、大人・子どもの参加人数、電
話番号を書いて、〒010-0864秋田
市手形住吉町1-9 秋田中央道路建
設事務所　現場見学会申し込み係
(７月一般または７月親子)へ。
tel(837)8851 ファクス(837)8853
■一般見学会 ７月27日(水)午前10
時～11時30分。先着50人。申し込
みは７月20日(水)まで
■親子見学会 小学生以上の親子
が対象です。７月30日(土)午前10時
～11時30分。先着50人。申し込み
は７月22日(金)まで

小学４～６年生と保護者が対象
です。巡視船に乗って秋田港の水
質調査をしたり、旭川の水生生物
調査をして環境について考えます。
とき／７月28日(木)午前９時～午後
４時30分　ところ／秋田港、太平山
リゾート公園ほか　定員／先着30人
●申し込み　７月20日(水)まで環境
企画課tel(863)6632

自らの体験を綴った「ロビンソ
ン・クルーソーを探して」の著者
で、秋田市在住の探検家・作家の
高橋大輔さんが探検のエピソード
などをお話しします。会場は中央
図書館明徳館。入場無料。
１回目＝高校生以上が対象。７月
30日(土)午前10時30分～正午。先
着80人　２回目＝小学５年生～中
学生が対象。８月３日(水)午前10時
30分～11時30分。先着60人
●申し込み　７月５日(火)午前９時
から明徳館tel(832)9220

中学生が対象です。デッサン、
コンピューター、木材工芸、クラ
フトの４コース。資料代500円。定
員15人(デッサンのみ45人)。７月１
日(金)から８日(金)まで、各中学校を
通してお申し込みください。
とき／７月30日(土)午前９時～午後
３時、31日(日)午前９時～午後１時
30分　ところ／美術工芸短大附属
高等学院
●問い合わせ　秋田公立美術工芸
短大附属高等学院tel(828)4127

小学生以下が対象です。棋力に応じ
た対局を楽しみます。先着20人。
とき／８月２日(火)午前９時30分～
午後３時　ところ／御所野ふれあ
いセンター　参加費／500円
●申し込み　７月４日(月)から御所
野ふれあいセンターtel(826)0671
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８月５日(金)午前９時45分集合
８月７日(日)午後２時30分解散
太平山自然学習センターまんたらめ
テントに泊まって、ナイトハイク、キャンプファ

イヤーなどを楽しみます。２日目は太平山登山、最
終日は川遊びも。思いっきり夏休みを満喫しよう！
秋田駅東口から送迎バスあり。

小学５年生～中学３年生　先着50人
5,900円(宿泊費、食事代含む)

７月４日(月)から22日(金)まで
太平山自然学習センターtel(827)2171
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ネルディスカッションなど。７月
10日(日)午後１時～５時30分、文化
会館小ホールで。資料代500円。
●問い合わせ　(社)秋田被害者支援
センターtel(887)7605

朗読オペレッタ「弥三郎」を公演。
参加無料。直接会場へどうぞ。
とき／７月11日(月)午前10時～正午
ところ／飯島南児童センター
●問い合わせ　土崎公民館

tel(846)1133

会場は県社会福祉会館。申し込み
は、いずれも７月11日(月)まで、県
ひとり親家庭就業・自立支援センタ
ーへ。tel(896)1531
■調理員養成講習 ７月19日(火)・
21日(木)・23日(土)、午前９時～午後
５時。テキスト代750円。定員20人
■パソコン講習 ７月21日(木)・23
日(土)・25日(月)・27日(水)・29日
(金)、午前９時～午後４時。テキス
ト代500円。定員10人

講習と実技検定を行い、市視聴覚
ライブラリーの機材や教材を借りる
ために必要な認定証を交付します。
受講無料。先着20人　
とき／７月30日(土)午後１時～４時
30分　ところ／茨島地区コミセン
●申し込み　７月５日(火)から秋田
市視聴覚ライブラリーtel(866)2911

北部公民館管内にお住まいのかた
が対象です。７月22日(金)午前７時30
分、飯島のOkiDoki前出発。小又峡を
散策。参加費2,500円。先着40人。

●申し込み　７月４日(月)午前９時
から北部公民館tel(873)4839

植物を観察しながら秋田城跡を散
策。７月９日(土)午後１時20分、寺
内焼山の秋田城跡出土品収蔵庫前に
集合。先着20人。参加無料。当日
午後３時からは発掘調査現地説明会
も開催します。申し込みは、７月４
日(月)午前８時30分から秋田城跡調
査事務所へ。tel(845)1837

歴史作家の土居輝雄さんと緑陰
りょくいん

内
堀跡巡り。７月16日(土)午前10時、
中央図書館明徳館前に集合。詳しく
は土居さんへ。tel(832)8708

刑務所で作られた作品の展示即売
など。７月３日(日)午前９時～午後
３時、川尻の秋田刑務所で。
●問い合わせ　秋田刑務所

tel(862)6584

暴力団追放運動を推し進めるため
の県民大会。７月14日(木)午後１時
30分～３時30分、文化会館で。功
労表彰や日弁連の民事介入暴力対策
委員による講演など。参加無料。
●問い合わせ　(財)暴力団壊滅秋田
県民会議tel(824)8989

９月４日に文化会館で行う秋田市
ピアノコンクールの参加者を募集し
ます。25歳までのかたが対象です。
参加料4,000円。
●申し込み　７月29日(金)まで秋田
市文化団体連盟tel(866)4026

今年７月29日現在で65歳以上のか
たが対象です。高齢者の交通安全に
関する秋田弁川柳を募集します。応
募締切は７月29日(金)。はがきに作品
(１人３句まで)、住所、氏名(ふりが
な)、年齢、電話番号を書いて〒010-
8570秋田市山王四丁目1-2 秋田県県
民文化政策課へ。te l (860 )1542

■ふれあい福祉相談　家庭の心配事
などの相談に、ふれあい福祉相談セ
ンターの職員が電話や面接で応じま
す。時間は午前10時～午後３時です。
問い合わせは市社会福祉協議会へ。
tel(862)7445 ７月13日(水)＝河辺総
合福祉交流センター・相談電話
(881)1205 ７月27日(水)＝雄和ふれ
あいプラザ・相談電話(886)5071
■女性・法律相談会　女性が抱える
さまざまな問題に弁護士らが応じま
す。７月14日(木)午前10時～午後３
時30分、秋田県女性相談所(手形住
吉町４－26)で。心理と法律に関す
る相談は定員各４人(要予約)。秋田
県女性相談所tel(835)9052
■調定相談会　家庭内の問題、土
地・建物・金銭のもめごとなどの相
談に応じます。７月15日(金)午前10
時～午後３時、秋田簡易裁判所(山
王七丁目１－１)で。秋田調停協会
tel(824)3121

み
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川尻総社神社境内

農林総務課 tel(866)2115

７月９日(土)
午前９時～11時

川尻朝市へどうぞ

地元の農家が丹精込めて作っ
た新鮮な野菜、巻き寿司、漬け
物、豆腐、豚肉、花などを販売
します。売り切れしだい終了。

管財課tel(866)2053
http://www.city.akita.akita.jp/
city/fn/pr/koubai.htm

現地案内
７月19日(火)…集合時間はホーム
ページで確認するか、管財課へお
問い合わせください。

●飯島松根西町39番88 他１筆　1,618.06㎡
●寺内蛭根一丁目85番３　他２筆　6,161.57㎡
●卸町二丁目184番１　816.46㎡
●広面字樋ノ沖94番１　他３筆　859.56㎡
●河辺三内字野崎35番23 433.49㎡
●河辺三内字野崎35番24 433.48㎡
●河辺三内字野崎35番25 452.48㎡
●河辺三内字野崎35番26 452.48㎡

７月27日(水)午前10時
(受け付けは午前９時～)

入札日時

入札額の100分の５以上

市有地を公売します(一般競争入札)

入札場所 市職員研修棟第１研修室
入札保証金

問い合わせ
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幼児から小学校低学年が対象で
す。大型絵本や人形劇など。無料。
とき／７月10日(日)午前11時～11時
40分　ところ／中央図書館明徳館
定員／先着100人
●申し込み　７月３日(日)午前９時
から明徳館tel(832)9220

河辺地域の小中学生が対象です。
簡単なお菓子づくり。先着30人。
とき／７月16日(土)午前９時30分～
正午　ところ／河辺総合福祉交流セ
ンター　材料費／300円程度
●申し込み　７月11日(月)まで河辺
公民館tel(882)5311

会場は東部公民館。参加無料。②
は申し込みが必要。tel(834)2206
①盆踊り講習会 秋田音頭、おばこ
節など。７月６日(水)午後１時30分
～。うちわ、手ぬぐい、タオル、内
履きを持って直接会場へ　②ゆかた
着付け教室 ７月19日(火)午後１時
～３時。先着20人。申し込みは、
７月４日(月)午前８時30分から

30歳代までのかたが対象です。
浴衣の着付けと浴衣に似合う髪型の
アレンジを学びます。受講無料。
とき／７月20日(水)と27日(水)の２
回、午後７時～８時30分　ところ／
サンパル秋田　定員／先着15人
●申し込み　７月４日(月)午前９時か
ら市勤労青少年ホームtel(824)5378

人間国宝・関谷四郎の作品を参考

に制作。受講料700円。先着15人。
とき／７月12日(火)午前10時～午後
３時　ところ／アトリエももさだ
●申し込み　７月４日(月)午前９時
から赤れんが郷土館tel(864)6851

20歳以上のかたが対象です。純
銀とガラスを使ってオリジナルペン
ダントづくり。受講料3,500円。
とき／７月11日(月)・12日(火)午後６
時30分～８時30分　ところ／サン
ライフ秋田　定員／先着24人
●申し込み　７月４日(月)午前10時
からサンライフ秋田tel(863)1391

いずれも午前10時～午後零時30
分、秋田テルサで。先着各24人。
参加料各1,700円(７月30日のみ
2,000円)。申し込みは７月４日(月)
からテルサへ。tel(826)1800
イカ料理 ７月13日(水) 絵巻ずし
７月15日(金) 豚肉の温しゃぶ
７月20日(水) 簡単・早わざメニュ
ー　７月23日(土) 夏野菜料理 ７
月27日(水) 真夏のデザート ７月
29日(金) お盆料理 ７月30日(土)

会場はサンパル秋田。申し込みは
女性学習センターへ。tel(824)7764
歴史上に見る女性シリーズ ７月
12日(火)から９月13日(火)までに５
回、午前10時15分～午後零時15分。
細川ガラシア・北条政子などの生き
方を学びます。先着20人。無料。
申し込みは７月１日(金)午前９時か
ら　コーチング講座 ７月13日
(水)・20日(水)・27日(水)、８月10日
(水)、午後６時30分～８時30分。目
標達成のためのコミュニケーション
づくりなど。先着20人。無料。申
し込みは７月１日(金)午前９時から
体いきいきクッキングⅡ
７月27日(水)、８月24日(水)、９月

28日(水)、午後６時30分～８時30分。
旬の食材で健康料理。材料費１回
800円。先着20人。申し込みは７月
４日(月)午前９時から　再就職準備
IT講習 パソコン初心者のかたが対
象です。７月28日(木)・29日(金)の２
日間、午前10時15分～午後４時15
分。パソコンの基礎技能。テキスト
代530円。定員10人(応募多数の場
合は抽選)。往復はがきに講座名、
住所、氏名、連絡先を書いて、７月
８日(金)まで、〒010-0921大町二丁
目3-27 秋田ニューシティビル５Ｆ
女性学習センター　

市内の大学、短大、専門学校に通
う学生と30歳未満の社会人が対象で
す。会社経営のノウハウ習得、仮想
会社を成功に導くシミュレーション
など。７月30日(土)から９月までに５
回、午後１時～５時、市職員研修棟
で。参加無料。申し込みは７月21日
(木)まで工業労政課。tel(866)2114

ガーデニングを始めてみたいかた
や興味のある初心者が対象です。参
加料300円。先着各30人。
とき／７月26日(火)・27日(水)午前９
時30分～と午後１時30分～　とこ
ろ／一つ森コミュニティ体育館裏
●申し込み　７月11日(月)から15日
(金)まで公園課tel(866)2154

「手仕事の思想について」と題し、
作家の塩野米松さんが講演します。
先着150人。入場無料。
とき／７月13日(水)午後６時～７時
30分　ところ／美術工芸短期大学　
●申し込み　７月12日(火)まで美術
工芸短期大学事務局tel(888)8100

犯罪被害者・遺族による講演やパ
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開花予定日 ７月10日ごろ
天候によって、開花日が若干ずれるこ
とがあります。

●秋田市植物園

＊
バ
ス
を
ご
利
用
の
か
た
は
、「
ザ
・
ブ

ー
ン
前
」
で
下
車
、
徒
歩
10
分
で
す

＊
園
内
の
の
ぼ
り
に
従
っ
て
お
進
み
く

だ
さ
い

こ�

そ�

７月が見ごろの花

公園課tel(８６６)２４４５
秋田市植物園tel(８２７)２１１８

こ
こ
で

見
ら
れ
る
よ
！

問い合わせ

(仁別)

毎月１回、市内で見られる旬の草木
の開花情報をお届けするこのコーナ
ー。四季折々の花を探しに出かけ、秋
田の美しい季節を感じてみませんか。

ナツツバキ
▼

夏にツバキに似た白い清楚な花が咲く
ことからこの名前が付きました。葉が
インド原産のサラノキと似ているため、
シャラノキと呼ばれることもあります。

樹皮は片状に落ちた後も
美しく、花はツバキと違
って花弁のへりが細かく
波打つのが特徴です。
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